
第
四
二
回
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
集
会
は
、
初
め
て
徳
島
の
地
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

昨
今
、
日
本
社
会
に
お
け
る
在
日
外
国
人
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
厳
し
さ
は
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
も
同
じ
で
、
学
校
や
園
・
所
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
文
科
省
は
三
つ
の
数
字
を
発
表
し
ま
し
た
。「
外
国
人
の
子
供
の
就
学
状
況
等
調
査
」
で
は
、

全
国
で
一
万
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
受
入
状
況
等
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
、
高
等
学
校
等
へ

の
進
学
率
は
八
九・九
％
で
し
た
。
こ
れ
は
全
中
学
生
等
の
進
学
率
が
九
九・二
％
で
あ
る
の
に
対
し
て

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
い
数
字
で
す
。
さ
ら
に
、
中
退
率
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
高
校

生
で
は
五
倍
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
差
別
落
書
き
、
ネ
ッ
ト
空
間
の
誹
謗
中
傷
は
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
世
相
の
な

か
、自
ら
の
ル
ー
ツ
を
肯
定
で
き
な
い
生
徒
、ど
こ
に
も
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
生
徒
た
ち
が
い
ま
す
。

二
〇
一
六
年
に
制
定
さ
れ
た
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
に
か
か
わ
る
教
育
や
、
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら

は
じ
ま
る
高
校
で
の
日
本
語
の
特
別
の
教
育
課
程
な
ど
、山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
、反
差
別・

人
権
を
基
盤
と
し
た
多
文
化
共
生
教
育
の
創
造
と
と
り
く
み
が
必
要
で
す
。
今
大
会
に
全
国
か
ら
実
践

を
持
ち
寄
り
、交
流
し
ま
し
ょ
う
。ぜ
ひ
、な
か
ま
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
徳
島
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

∧
徳
島
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
∨

二
〇
一
一
年
の
全
外
教
セ
ミ
ナ
ー
・
徳
島
集
会
の
開
催
や
、
全
国
交
流
会
へ
高
校
生
・
教
員
が
参
加
し

た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
は
貴
重
な
出
会
い
と
学
び
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
の
組
織
的
な

と
り
く
み
に
つ
な
が
っ
た
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
が
ま
い
て
く
れ
た
種
は
現
在
、

「
中
・
高
生
に
よ
る
人
権
交
流
集
会
」
で
、
生
徒
た
ち
が
自
主

的
に
決
定
す
る
テ
ー
マ
に
、
在
日
外
国
人
を
取
り
巻
く
課
題

が
定
期
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
結
実
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
二
一
年
に
開
校
し
た
、
全
国
初
の
県
立
夜
間
中

学
校
「
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
」
で
は
、
日
本
語
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
幅
広
い
年
代

層
の
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
さ
ん
が
学
ん
で
い
ま
す
。

徳
島
は
少
し
ず
つ
で
す
が
、
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
が
増
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
見
え
づ
ら
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
大
き
く
変
え
て
い
く
と
り
く
み
の

充
実
が
、
今
、
教
育
現
場
・
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
で
全
国
か
ら
集
ま
る
方
々
の
実
践
に
学
び
、
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
新
た
な
気
づ
き
を
、
課
題
解
決

に
向
け
た
新
た
な
と
り
く
み
へ
の
端
緒
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
、
徳
島
の
地
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第 42回全国在日外国人教育研究集会・徳島大会にご参加を !
多文化共生社会実現のための教育を創造しよう

日程・内容　≪ 2023 年≫

全国在日外国人生徒交流会
 8 月 5日（土）～ 6日（日）
 徳島県立阿波高等学校
　 （阿波市吉野町柿原ヒロナカ180）

開会行事・全体会
 8 月 6日（日）
 四国大学
  （徳島市応神町古川戎子野123-1）
   JR 徳島駅から路線バス約

15 分　｢ 四国大学前 ｣ 下
車すぐ

分科会・閉会行事
 8 月 7日（月）
 四国大学

参加資料代
 3.000 円

参加申し込み
当日会場にて
 詳しくは開催要項をごらん下
さい。後日、全外教のサイト
に掲載します。
 http://www.zengaikyo.org

主　催： 全国在日外国人教育研究協議会
後　援： 徳島県・徳島県教育委員会・徳島市（以上、申請中）・徳島市教育委員会・徳島県人権教育研究協議会　他
連絡先 ： 奈良市大安寺 1-23-1　県人権センター内　多文化共生フォーラム奈良　e-mail: mail@zengaikyo.org

第
42
回
全
国
在
日
外
国
人
教
育
研
究
集
会
（
徳
島
大
会
）


